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Ⅴ お わ り に
本稿は，地理的知識の指導方法のあり方について，移行期間の内容を確認した上で，小学校
教員を目指す学生に対して地理的知識に関するアンケート調査（学部生２年～４年）を行い，
教員と児童の乖離の改善に向けた手がかりを再検討しようとするものであった。
以下では，第Ⅱ章以降のまとめをしておく。第Ⅱ章では，移行期間における内容と具体的な
指導方法について，Ｔ社の資料を参考に確認した。続いて，地理的知識の必要性について，歴
史教育との関連，日常生活との関連を通じて，具体的な事例を取り上げながら述べた。
第Ⅲ章では，学生のアンケート結果を用いて，地理的知識に関する興味・関心・態度，活動・
指導の経験，模擬授業内容との関連について，５段階の評価を求めた。その結果，地理的知識
に関する興味・関心・態度は，概ねの項目で半数程度の高評価を得た。また，いずれの項目も，
低評価は少ないものの，一定数の中間評価がいることもわかった。それゆえ，地理的知識に関
１９８菊地：小学校社会科における地理的知識に関する指導方法のあり方の再検討―教員と児童の乖離の改善に向けて―
する指導方法のあり方によって，中間評価が高低する可能性がある。次に，活動・指導の経験
では，小学校段階において，地図の活用を比較的多く取り入れていることを確認できた。一方
で，日常生活への地図の活用は，あまりされていない実態も浮き彫りとなった。最後に，模擬
授業内容との関連性では，地図の活用について，ある程度の効果を認めることができた。
第Ⅳ章では，学生のアンケート結果（記述式）を用いて，苦手児童に対する指導方法の改善
と得意児童に対する指導方法の工夫について検討をした。その結果，いずれも，大まかに５つ
に区分できた。苦手児童に対する指導方法の改善では，十分な指導時間・期間を確保しつつ，
継続的に取り組むことが有効と考えられた。とりわけ，初期段階において，いかに地図に対す
る興味関心を向上させ，苦手意識を払拭できるか，この点が重要となる。また，中期段階以降
では，空間的範囲の調整をしながら，地域の地理的事象との関係性に結び付けられるか，この
点が重要となる。いずれも，機械的な暗記とならないような指導方法を期待している。得意児
童に対する指導方法の工夫では，調べ学習を中心としながら一連の学習活動につなげることが
有効と考えられた。具体的には，調べる活動の中で，地域の地理的事象との関係性を思考させ，
その成果を地図化し，発表・説明につなげていこうとするものである。
以上の結果を通じて，新学習指導要領やＴ社で示している指導方法と学生の記述式の意見を
比べると，かなりの部分で類似した内容を確認できた。すなわち，今回の地理的知識に関する
指導方法は，教員と児童の乖離の改善に，ある程度の効果があると判断できる。とりわけ，第
Ⅲ章でみたように，対象学生は，地理的知識の興味・関心・態度に著しい高い割合を示してい
ない。また，低い割合は少ないものの，中間評価に一定の割合がいる。このことから，学生の
意見としての指導方法の改善や工夫は，自己の経験を通じた願望や要望を含んでいると解釈で
きる。よって，それらの内容が，新学習指導要領やＴ社の指導方法に類似している点は改善に
向けての一助となる。
地理的知識の定着は，暗記を強いる学習活動の結果としてではなく，地図の活用を通じての
自然的な認識につながる学習活動に求めている。
中学年における地図活用では，第３学年の段階で観光地図や絵地図等の平易な地図を用いて，
地図に対する抵抗感を払拭しておくことが大切となる。それを経て，第４学年以降における地
図帳の活用につなげていきたい。また，地図帳も，いきなり地勢図を活用するのではなく，平
易な主題図を併用しながら，徐々に日本の地方図や世界の州地図（地勢図）に移行するような
展開が望まれる。さらに，拡大版地図帳を用いて，綿密な地理的事象の圧迫感を和らげる方法
も有効と思われる。
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